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村内あちらこちら

3月25日　馬路保育所卒園式

2月17日　学習発表会（馬路小学校）

2月14日　杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）

3月4日　お別れ遠足（魚梁瀬小学校）

3月23日　地域リーダー研修（四万十町）

 3 日 豆まき（馬路・魚梁瀬保育所）
 4 日 保育園児体験入学（馬路小学校）
10日 馬路診療所防災訓練
14日 杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）
17日 学習発表会（馬路小学校）
20日 生活発表会（馬路保育所）
  親子で本を楽しむ日 in 馬路村
26日 中芸地区JET写真展「わたしの中芸」
　　　（就業改善センター）～3月3日まで
27日 魚梁瀬地区ひな祭り（魚梁瀬杉の家）
  ～3月3日まで
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国勢調査結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6
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卒
園
式
、卒
業
式
。園
児
や
児
童
、

生
徒
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
上
が
っ
て
い

く
姿
は
、た
く
ま
し
く
、ま
た
希
望
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　
教
育
委
員
会
に
配
属
に
な
っ
て
１

年
。子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
る

こ
と
が
多
い
１
年
で
し
た
。28
年
度
は

痩
せ
る
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
た
ち
に

負
け
な
い
く
ら
い
、日
々
勉
強
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
安
）

 1 日 絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
  アメゴ漁解禁（安田川・奈半利川）
 2 日 生活発表会（魚梁瀬保育所）
  お別れ遠足（馬路小学校）
 4 日 お別れ遠足（魚梁瀬小・中学校）
 5 日 「やなせ水源の森」交流イベント
12日 馬路中学校卒業式
13日 魚梁瀬小・中学校卒業式
19日 馬路小学校卒業式
23日 地域リ－ダ－研修（四万十町）
25日 馬路保育所卒園式
26日 親子工作教室（就業改善センター）
30日 庄屋祭・鬼門堂祭・村表彰

馬路村農協アンテナショップ　umaji
平成 28年 3月24日高知市御座にオープン！！

馬路村農協アンテナショップ　umaji
平成 28年 3月24日高知市御座にオープン！！
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高
齢
化
に
伴
い
要
介
護
者
・

認
知
症
高
齢
者
等
を
支
え
る
し

く
み
づ
く
り
と
し
て
、
介
護
家

族
の
集
い
や
学
習
会
を
通
じ
て
、

学
び
と
情
報
交
換
の
機
会
を
設

け
、
家
族
・
医
療
機
関
・
福
祉

関
係
者
が
共
に
寄
り
添
う
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
少
子
化
対
策
の
推
進

　
少
子
化
対
策
に
は
、
出
会

い
・
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育

児
に
関
わ
る
場
面
を
総
合
的
に

支
え
合
う
施
策
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
で
あ
る
、
出
会
い
・
結
婚
へ

の
支
援
事
業
と
保
育
利
用
の
無

料
化
を
継
続
し
つ
つ
、
4
月
か

ら
医
療
費
の
無
料
化
を
18
歳

（
高
卒
）
ま
で
に
拡
大
す
る
こ

と
で
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業

振
興
と
生
活
基
盤
の
整
備
に
努

め
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
小
水
力
発
電
事
業

　
朝
日
出
地
区
に
設
置
し
た
小

水
力
発
電
所
は
４
月
１
日
か
ら

稼
働
し
ま
し
た
。
発
電
に
よ
る

売
電
収
入
は
、
地
域
振
興
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

●
橋
梁
の
点
検

　
本
村
の
全
橋
梁
の
近

接
目
視
に
よ
る
点
検
を

行
い
ま
す
。
道
路
法
の

改
正
に
よ
り
、
近
接
目

視
に
よ
る
点
検
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
重
要
な
橋
梁

の
耐
震
化
改
修
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

●
国
土
調
査

　
本
年
度
の
調
査
区
域

は
東
川
地
区
で
調
査
字

名
は
、
立
山
、
河
ナ
ロ
、

中
畑
、
榊
谷
、
ハ
ケ
、

小
籔
、
大
段
、
丸
石
、

ウ
ケ
谷
、
キ
ト
裏
、
西

甫
木
、
ヒ
ナ
ド
、
日
浦
田
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

●
農
業
振
興

　
農
道
の
維
持
修
繕
、
ま
た
、

引
き
続
き
村
単
小
規
模
事
業
に

よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、

作
業
の
効
率
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
水
田
の
保
全
に
む
け
、
相
名

地
区
で
は
集
落
営
農
組
織
が
立

ち
上
が
り
、
耕
作
放
棄
地
解
消

な
ど
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
組
織
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、

他
地
区
で
の
組
織
化
に
向
け
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

　
農
協
が
行
う
種
子
油
の
効
用

と
有
効
利
用
法
等
、
高
知
大
学

と
進
め
る
共
同
研
究
費
へ
の
支

　
村
で
は
、望
ま
し
い
勤
労
観・職

業
観
を
持
ち
、た
く
ま
し
く
未
来

を
切
り
開
く
児
童・生
徒
の
育
成

を
目
指
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
、

小・中
学
校
が
連
携
し
9
年
間
を

通
じ
た
教
育
活
動
の
推
進
を
教

育
行
政
の
重
点
課
題
と
し
て
学

校
や
地
域・家
庭
で
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。「
学
校
評
価
」や「
学

校
改
善
プ
ラ
ン
」等
で
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
行
う
こ
と
や
、地

域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、学
校
運
営
や
授
業
改

善
を
図
り
、教
育
の
振
興
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

●
取
り
組
む
基
本
姿
勢

○
教
育
委
員
会
は
、教
育
水
準
を

保
証
す
る
責
任
者

○
学
校
は
、教
育
の
場
で
あ
り
、教

員
は
児
童
生
徒
の
教
育
者

○
家
庭
は
、子
ど
も
の
教
育
の
最

終
的
な
責
任
者

○
地
域
は
、教
育
的
風
土
づ
く
り

の
出
発
点

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、学
力
の
向

上
と
そ
れ
を
支
え
る
教
育
的
風

土
づ
く
り
、地
域
ぐ
る
み
の
教
育

を
推
進
し
ま
す
。　

　
ま
た
、小・中
一
貫
教
育
を
さ
ら

に
充
実
し
、複
式
学
級
の
改
善
を

行
い
ま
す
。主
な
取
組
と
し
て
、子

ど
も
の
基
礎
学
力
の
定
着
と
体
力

の
向
上
、少
子
化
へ
の
対
応
、キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進
、豊
か
な
心
を

育
む
教
育
の
推
進
を
主
に
取
り

組
み
ま
す
。

　本村において、2060年の人口目標600人を実現するために樹立した「馬路村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を確実に
実行していくため、総合戦略の四つの基本目標「村産品の外商により安定した雇用を創出する」・「新しい人の流れをつく
る」・「結婚・妊娠・出産・子育て環境の整備を促進する」・「魚梁瀬地区の維持・創生」の実現に向けた取組を積極的に行
うこととしています。
　また、平成27年国勢調査において人口822人と示され、人口減少率が県内で最大であった本村が、まさに地方創生を
実現するためのスタートの予算編成としています。

平成２８年度 
一般会計当初予算２２億２,７80万円

総　額
2,227,800千円

地方交付税
　　　800,000
　　 （35.91％）

県支出金ほか
126,640

（5.69％）

村債
275,200
（12.35％）

扶助費
23,668
（1.06％）

公債費
229,195

（10.29％）

　人件費
 347,605
（15.60％）

繰出金
85,800
（3.85％）

  物件費
426,334
（19.14％）

その他
418,537
（18.79％） 

災害復旧
事業費

349,572
 （15.69％）

  131,463
  （5.90％）

諸収入・その他

437,736
（19.65％）

347,089
（15.58％）

 456,761
（20.50％）

普通建設事業費

村税

平成28年度村民一人当たりの一般会計予算額
2，710，218円／人
（22億2,780万円／２7年度国勢調査人口（速報値）822人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

平成 27年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

１７億円

2，068，１26円

平成 27年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

２2億8千万円

２，7７3，722円

73，２10円

１９7，228円

422，249円

278，399円

114，602円

２15，６８4円

476，288円

527，125円

405，433円

前
年
当
初
比

　１２．２３
％
増

〇
地
方
創
生
課
の
創
設

　
馬
路
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く

た
め
、
馬
路
村
課
設
置
条
例
を
改
正

し
、
地
方
創
生
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

総
合
戦
略
の
四
つ
の
基
本
目
標
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
村

の
総
合
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る
事
項

を
行
い
ま
す
。

〇
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
獲
得
の
取
組

　
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
に
取

り
組
み
、
各
地
区
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
村
に
通
勤
し
て
い
る
方
の
移
住
や

都
市
部
か
ら
の
移
住
等
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
住
環
境
の
整
備
が
急

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
住
者
用
と
し

て
、
空
き
家
の
再
生
を
利
用
し
た
整
備

を
行
い
ま
す
。

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

健 

康 

福 

祉 

課

教
育
委
員
会

小中学校、教育委員会

歳出

歳入

依存財源
 1,639,576
     （73.60％）

 自主財源
 588,224
（26.40％）

投資的経費 
696,661 
（31.27％）

経常的経費
1,531,139
（68.73％）

〇
交
流
人
口
拡
大
及
び
馬
路
村
の
フ
ァ

ン
を
獲
得
す
る
取
組

　
馬
路
村
フ
ァ
ン
で
あ
る
特
別
村
民
等

は
、
ユ
ズ
加
工
品
や
モ
ナ
ッ
カ
バ
ッ
グ

の
最
大
の
消
費
者
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
者
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
交
流
人

口
を
拡
大
す
る
取
組
は
村
の
重
要
施
策

と
位
置
づ
け
、
馬
路
村
フ
ァ
ン
と
し
て

確
立
す
る
取
組
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。

　
村
民
が
よ
り
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
健
康
・
福
祉
の
向
上
、
少

子
化
対
策
の
推
進
等
を
総
合
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
住
民
の
健
康
・
福
祉
の
向
上

　
各
地
区
会
館
に
て
開
催
し
て
い
る

「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事

業
」
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
集
う
拠
点
づ
く
り
の
充
実
を

目
指
し
ま
す
。

産
業
建
設
課

　本年度の当初予算は2,227,800千円で、前
年度1,985,000千円との比較では242,800千
円（12.23%）の増額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1,639,576千円
（構成比73.6%）、自主財源は588,224千円（構
成比26.4%）となっています。これは主に、地方
交付税の減額と、経常的経費の増額に対応
するため基金からの繰入れを行ったことが要
因となっています。
　地方交付税においては、平成27年国勢調
査の人口が算定数値に反映されること、その
他、国、県の情報を基に試算し800,000千円を
計上しました。基金からの繰入金は282,695
千円で前年の122 ,745千円と比較すると
159,950千円と大幅な増額となっています。
　これは、地方交付税の減額と、経常的経費
の増額が原因であると分析しています。地方
債につきましては、275,200千円（臨時財政対
策債35,000千円含む）で、平成27年度と比較
して13,600千円（5.2%）の増額となっていま
す。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は1,531,139
千円で、前年度に比べ77,752千円（5.4％）の
増額となっています。投資的経費は696,661
千円で、前年度に比べて165 , 0 4 8千円
（31.1％）の増額となっています。また、目的別
でみてみると減額した主な費目は衛生費、農
林水産業費、土木費、教育費であり、増額し
た主な費目は総務費、商工費、災害復旧費と
なっています。
　減額の理由の主なものは、衛生費では馬
路診療所建築事業に伴う繰出金、農林水産
業費では農業基盤整備事業及び林道事業
の終了、土木費では地域優良賃貸住宅整備
事業の終了、教育費では学校施設環境改善
交付金事業の繰越しが主な要因です。
　増額の理由の主なものは総務費で、地方
創生事業への取組、商工費ではふるさと納
税返礼事業の実施によるものです。

援
を
通
し
て
、
ゆ
ず
産
業
の
新

規
市
場
と
雇
用
の
拡
大
及
び
農

家
の
所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
本
年

度
も
鹿
、
猿
の
被
害
対
策
事
業

（
駆
除
報
奨
金
制
度
・
ネ
ッ
ト

設
置
補
助
・
狩
猟
免
許
取
得
補

助
・
狩
猟
税
の
補
助
等
）
に
つ

い
て
は
、
県
や
関
係
市
町
村
、

猟
友
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

●
林
業
振
興

　
間
伐
を
実
施
す
る
押
谷
地
区
、

根
来
谷
・
西
裏
地
区
の
森
林
経

営
計
画
を
支
援
し
、
ま
た
、
林

道
・
林
業
専
用
道
開
設
、
作
業

道
開
設
経
費
へ
の
支
援
等
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
促
進
す
る
こ
と

で
森
林
所
有
者
の
山
林
所
得
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　
木
材
加
工
分
野
に
お
い
て
は
、

受
注
増
に
つ
な
が
る
ソ
フ
ト
事

業
を
支
援
し
、
事
業
体
の
経
営

体
質
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
観
光
・
商
業
振
興

　
平
成
27
年
度
に
開
催
さ
れ
た

東
部
地
域
博
覧
会
を
継
承
強
化

す
る
た
め
、
一
般
社
団
法
人
東

部
地
域
観
光
協
議
会
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
こ
の
団
体
と
の

連
携
か
ら
村
の
観
光
産
業
の
振

興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
事
業
を
活
用
し
、

商
工
振
興
と
地
域
産
業
の
掘
り

起
こ
し
等
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
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高
齢
化
に
伴
い
要
介
護
者
・

認
知
症
高
齢
者
等
を
支
え
る
し

く
み
づ
く
り
と
し
て
、
介
護
家

族
の
集
い
や
学
習
会
を
通
じ
て
、

学
び
と
情
報
交
換
の
機
会
を
設

け
、
家
族
・
医
療
機
関
・
福
祉

関
係
者
が
共
に
寄
り
添
う
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
少
子
化
対
策
の
推
進

　
少
子
化
対
策
に
は
、
出
会

い
・
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育

児
に
関
わ
る
場
面
を
総
合
的
に

支
え
合
う
施
策
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
で
あ
る
、
出
会
い
・
結
婚
へ

の
支
援
事
業
と
保
育
利
用
の
無

料
化
を
継
続
し
つ
つ
、
4
月
か

ら
医
療
費
の
無
料
化
を
18
歳

（
高
卒
）
ま
で
に
拡
大
す
る
こ

と
で
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業

振
興
と
生
活
基
盤
の
整
備
に
努

め
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
小
水
力
発
電
事
業

　
朝
日
出
地
区
に
設
置
し
た
小

水
力
発
電
所
は
４
月
１
日
か
ら

稼
働
し
ま
し
た
。
発
電
に
よ
る

売
電
収
入
は
、
地
域
振
興
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

●
橋
梁
の
点
検

　
本
村
の
全
橋
梁
の
近

接
目
視
に
よ
る
点
検
を

行
い
ま
す
。
道
路
法
の

改
正
に
よ
り
、
近
接
目

視
に
よ
る
点
検
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
重
要
な
橋
梁

の
耐
震
化
改
修
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

●
国
土
調
査

　
本
年
度
の
調
査
区
域

は
東
川
地
区
で
調
査
字

名
は
、
立
山
、
河
ナ
ロ
、

中
畑
、
榊
谷
、
ハ
ケ
、

小
籔
、
大
段
、
丸
石
、

ウ
ケ
谷
、
キ
ト
裏
、
西

甫
木
、
ヒ
ナ
ド
、
日
浦
田
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

●
農
業
振
興

　
農
道
の
維
持
修
繕
、
ま
た
、

引
き
続
き
村
単
小
規
模
事
業
に

よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、

作
業
の
効
率
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
水
田
の
保
全
に
む
け
、
相
名

地
区
で
は
集
落
営
農
組
織
が
立

ち
上
が
り
、
耕
作
放
棄
地
解
消

な
ど
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
組
織
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、

他
地
区
で
の
組
織
化
に
向
け
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

　
農
協
が
行
う
種
子
油
の
効
用

と
有
効
利
用
法
等
、
高
知
大
学

と
進
め
る
共
同
研
究
費
へ
の
支

　
村
で
は
、望
ま
し
い
勤
労
観・職

業
観
を
持
ち
、た
く
ま
し
く
未
来

を
切
り
開
く
児
童・生
徒
の
育
成

を
目
指
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
、

小・中
学
校
が
連
携
し
9
年
間
を

通
じ
た
教
育
活
動
の
推
進
を
教

育
行
政
の
重
点
課
題
と
し
て
学

校
や
地
域・家
庭
で
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。「
学
校
評
価
」や「
学

校
改
善
プ
ラ
ン
」等
で
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
行
う
こ
と
や
、地

域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、学
校
運
営
や
授
業
改

善
を
図
り
、教
育
の
振
興
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

●
取
り
組
む
基
本
姿
勢

○
教
育
委
員
会
は
、教
育
水
準
を

保
証
す
る
責
任
者

○
学
校
は
、教
育
の
場
で
あ
り
、教

員
は
児
童
生
徒
の
教
育
者

○
家
庭
は
、子
ど
も
の
教
育
の
最

終
的
な
責
任
者

○
地
域
は
、教
育
的
風
土
づ
く
り

の
出
発
点

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、学
力
の
向

上
と
そ
れ
を
支
え
る
教
育
的
風

土
づ
く
り
、地
域
ぐ
る
み
の
教
育

を
推
進
し
ま
す
。　

　
ま
た
、小・中
一
貫
教
育
を
さ
ら

に
充
実
し
、複
式
学
級
の
改
善
を

行
い
ま
す
。主
な
取
組
と
し
て
、子

ど
も
の
基
礎
学
力
の
定
着
と
体
力

の
向
上
、少
子
化
へ
の
対
応
、キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進
、豊
か
な
心
を

育
む
教
育
の
推
進
を
主
に
取
り

組
み
ま
す
。

　本村において、2060年の人口目標600人を実現するために樹立した「馬路村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を確実に
実行していくため、総合戦略の四つの基本目標「村産品の外商により安定した雇用を創出する」・「新しい人の流れをつく
る」・「結婚・妊娠・出産・子育て環境の整備を促進する」・「魚梁瀬地区の維持・創生」の実現に向けた取組を積極的に行
うこととしています。
　また、平成27年国勢調査において人口822人と示され、人口減少率が県内で最大であった本村が、まさに地方創生を
実現するためのスタートの予算編成としています。

平成２８年度 
一般会計当初予算２２億２,７80万円

総　額
2,227,800千円

地方交付税
　　　800,000
　　 （35.91％）

県支出金ほか
126,640

（5.69％）

村債
275,200
（12.35％）

扶助費
23,668
（1.06％）

公債費
229,195

（10.29％）

　人件費
 347,605
（15.60％）

繰出金
85,800
（3.85％）

  物件費
426,334
（19.14％）

その他
418,537
（18.79％） 

災害復旧
事業費

349,572
 （15.69％）

  131,463
  （5.90％）

諸収入・その他

437,736
（19.65％）

347,089
（15.58％）

 456,761
（20.50％）

普通建設事業費

村税

平成28年度村民一人当たりの一般会計予算額
2，710，218円／人
（22億2,780万円／２7年度国勢調査人口（速報値）822人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

平成 27年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健康診断、
ごみ処理など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

１７億円

2，068，１26円

平成 27年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

２2億8千万円

２，7７3，722円

73，２10円

１９7，228円

422，249円

278，399円

114，602円

２15，６８4円

476，288円

527，125円

405，433円

前
年
当
初
比

　１２．２３
％
増

〇
地
方
創
生
課
の
創
設

　
馬
路
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く

た
め
、
馬
路
村
課
設
置
条
例
を
改
正

し
、
地
方
創
生
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

総
合
戦
略
の
四
つ
の
基
本
目
標
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
村

の
総
合
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る
事
項

を
行
い
ま
す
。

〇
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
獲
得
の
取
組

　
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
に
取

り
組
み
、
各
地
区
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
村
に
通
勤
し
て
い
る
方
の
移
住
や

都
市
部
か
ら
の
移
住
等
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
住
環
境
の
整
備
が
急

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
住
者
用
と
し

て
、
空
き
家
の
再
生
を
利
用
し
た
整
備

を
行
い
ま
す
。

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

健 

康 

福 

祉 

課

教
育
委
員
会

小中学校、教育委員会

歳出

歳入

依存財源
 1,639,576
     （73.60％）

 自主財源
 588,224
（26.40％）

投資的経費 
696,661 
（31.27％）

経常的経費
1,531,139
（68.73％）

〇
交
流
人
口
拡
大
及
び
馬
路
村
の
フ
ァ

ン
を
獲
得
す
る
取
組

　
馬
路
村
フ
ァ
ン
で
あ
る
特
別
村
民
等

は
、
ユ
ズ
加
工
品
や
モ
ナ
ッ
カ
バ
ッ
グ

の
最
大
の
消
費
者
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
者
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
交
流
人

口
を
拡
大
す
る
取
組
は
村
の
重
要
施
策

と
位
置
づ
け
、
馬
路
村
フ
ァ
ン
と
し
て

確
立
す
る
取
組
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。

　
村
民
が
よ
り
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
健
康
・
福
祉
の
向
上
、
少

子
化
対
策
の
推
進
等
を
総
合
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
住
民
の
健
康
・
福
祉
の
向
上

　
各
地
区
会
館
に
て
開
催
し
て
い
る

「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事

業
」
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
集
う
拠
点
づ
く
り
の
充
実
を

目
指
し
ま
す
。

産
業
建
設
課

　本年度の当初予算は2,227,800千円で、前
年度1,985,000千円との比較では242,800千
円（12.23%）の増額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1,639,576千円
（構成比73.6%）、自主財源は588,224千円（構
成比26.4%）となっています。これは主に、地方
交付税の減額と、経常的経費の増額に対応
するため基金からの繰入れを行ったことが要
因となっています。
　地方交付税においては、平成27年国勢調
査の人口が算定数値に反映されること、その
他、国、県の情報を基に試算し800,000千円を
計上しました。基金からの繰入金は282,695
千円で前年の122 ,745千円と比較すると
159,950千円と大幅な増額となっています。
　これは、地方交付税の減額と、経常的経費
の増額が原因であると分析しています。地方
債につきましては、275,200千円（臨時財政対
策債35,000千円含む）で、平成27年度と比較
して13,600千円（5.2%）の増額となっていま
す。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は1,531,139
千円で、前年度に比べ77,752千円（5.4％）の
増額となっています。投資的経費は696,661
千円で、前年度に比べて165 , 0 4 8千円
（31.1％）の増額となっています。また、目的別
でみてみると減額した主な費目は衛生費、農
林水産業費、土木費、教育費であり、増額し
た主な費目は総務費、商工費、災害復旧費と
なっています。
　減額の理由の主なものは、衛生費では馬
路診療所建築事業に伴う繰出金、農林水産
業費では農業基盤整備事業及び林道事業
の終了、土木費では地域優良賃貸住宅整備
事業の終了、教育費では学校施設環境改善
交付金事業の繰越しが主な要因です。
　増額の理由の主なものは総務費で、地方
創生事業への取組、商工費ではふるさと納
税返礼事業の実施によるものです。

援
を
通
し
て
、
ゆ
ず
産
業
の
新

規
市
場
と
雇
用
の
拡
大
及
び
農

家
の
所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
本
年

度
も
鹿
、
猿
の
被
害
対
策
事
業

（
駆
除
報
奨
金
制
度
・
ネ
ッ
ト

設
置
補
助
・
狩
猟
免
許
取
得
補

助
・
狩
猟
税
の
補
助
等
）
に
つ

い
て
は
、
県
や
関
係
市
町
村
、

猟
友
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

●
林
業
振
興

　
間
伐
を
実
施
す
る
押
谷
地
区
、

根
来
谷
・
西
裏
地
区
の
森
林
経

営
計
画
を
支
援
し
、
ま
た
、
林

道
・
林
業
専
用
道
開
設
、
作
業

道
開
設
経
費
へ
の
支
援
等
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
促
進
す
る
こ
と

で
森
林
所
有
者
の
山
林
所
得
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　
木
材
加
工
分
野
に
お
い
て
は
、

受
注
増
に
つ
な
が
る
ソ
フ
ト
事

業
を
支
援
し
、
事
業
体
の
経
営

体
質
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
観
光
・
商
業
振
興

　
平
成
27
年
度
に
開
催
さ
れ
た

東
部
地
域
博
覧
会
を
継
承
強
化

す
る
た
め
、
一
般
社
団
法
人
東

部
地
域
観
光
協
議
会
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
こ
の
団
体
と
の

連
携
か
ら
村
の
観
光
産
業
の
振

興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
事
業
を
活
用
し
、

商
工
振
興
と
地
域
産
業
の
掘
り

起
こ
し
等
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
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新しい馬路診療所が完成!!
【地域とともに、頼れる診療所でありたい!】

馬路診療所玄関

歯科治療室一般リハビリ室

　馬
路
診
療
所
は
、
約
1
年

7
カ
月
の
期
間
を
か
け
て
、

平
成
28
年
春
に
す
べ
て
の
工

事
が
終
了
し
、
こ
の
た
び
完

成
を
迎
え
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
新
し
い
馬
路
診

療
所
を
紹
介
し
ま
す
。

　現
在
、
馬
路
診
療
所
は
医

師
1
名
、
看
護
師
2
名
、
理

学
療
法
士
1
名
、
事
務
職
員

1
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、

水
曜
日
を
除
く
平
日
の
通
常

診
療
、
往
診
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
振
動
病
治
療
、

健
康
診
断
事
業
に
加
え
、
住

民
か
ら
継
続
診
療
の
要
望
が

強
か
っ
た
歯
科
診
療
の
実
施

（
毎
週
火
曜
日
、
午
後
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　水
曜
日
に
は
、
医
師
が
研

修
の
た
め
不
在
と
な
り
ま
す

が
、
看
護
師
や
事
務
員
は
勤

務
し
、
患
者
等
の
対
応
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間

に
は
、
月
曜
日
、
金
曜
日
の

午
後
に
魚
梁
瀬
診
療
所
で
の

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

減災力の向上に取り組む！　第一歩

　新
し
い
施
設
の
完
成
を
迎
え
、

平
成
28
年
2
月
10
日
に
、
「
地

域
に
と
っ
て
新
し
い
馬
路
診
療

所
の
役
割
と
は
何
か
」
と
そ
の

意
義
を
再
確
認
し
、
そ
し
て
地

域
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

完
成
祝
い
の
餅
投
げ
で
は
な
く
、

馬
路
診
療
所
主
催
の
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　甚
大
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
は
、
あ
き
総
合
病
院
が
災

害
拠
点
病
院
と
し
て
、
災
害
医

療
の
核
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場

合
、
馬
路
診
療
所
は
、
地
域
の

医
療
救
護
所
と
し
て
最
前
線
で

治
療
に
あ
た
る
施
設
と
な
り
ま

す
。

　非
常
時
の
治
療
を
い
か
に
早

く
行
い
、
効
率
的
に
適
切
な
処

置
が
で
き
る
か
を
テ
ー
マ
と
し
、

ト
リ
ア
ー
ジ
と
い
う
手
法
で
患

者
ご
と
の
処
置
を
緊
急
度
に
応

じ
て
対
応
で
き
る
か
と
い
っ
た

も
の
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　訓
練
で
は
、
各
地
区
の
自
主

防
災
組
織
、
赤
十
字
救
急
法
救

急
員
、
在
宅
看
護
師
、
保
健
師
、

中
芸
消
防
、
高
知
県
危
機
管
理

部
、
安
芸
福
祉
保
健
所
ら
の
協

力
の
も
と
、
約
40
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　ま
ず
、
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い

て
の
基
礎
的
な
確
認
と
、
災
害

時
に
お
け
る
馬
路
診
療
所
の
役

割
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
け
が
人
や

搬
送
役
と
な
り
、
巨
大
地
震
に

よ
る
け
が
人
が
ど
っ
と
押
し
寄

せ
て
く
る
設
定
で
行
い
ま
し
た
。

　け
が
人
は
、
足
や
腕
な
ど
を

負
傷
し
た
方
や
骨
折
し
た
方
、

や
け
ど
で
意
識
が
な
く
担
架
搬

送
さ
れ
る
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、

馬
路
診
療
所
で
は
ス
タ
ッ
フ
が

ト
リ
ア
ー
ジ
を
実
施
し
、
優
先

度
、
緊
急
度
に
応
じ
た
処
置
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
も
「
痛

い
、
早
く
し
て
！
」
な
ど
と
叫

び
、
か
な
り
の
緊
迫
感
が
現
場

に
張
り
詰
め
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
参
加
者
で
応
急
手

当
て
の
方
法
に
つ
い
て
、
三
角

巾
の
使
い
方
や
止
血
の
仕
方
を

学
び
ま
し
た
。

　も
ち
ろ
ん
、
次
々
に
運
ば
れ

て
く
る
患
者
に
対
処
し
き
れ
な

い
場
面
も
数
多
く
発
生
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
で
て
き
ま
し

た
。
馬
路
診
療
所
で
は
、
医
療

救
護
所
を
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ

が
限
ら
れ
て
お
り
、
地
域
か
ら

の
応
援
が
な
く
て
は
、
全
て
の

患
者
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　訓
練
終
了
後
の
反
省
会
で
は
、

・
患
者
を
見
守
る
声
が
け
な
ら

私
た
ち
に
も
で
き
る
。
動
け
る

人
は
応
援
せ
ん
と
い
か
ん
。

・
自
分
た
ち
の
自
主
防
災
組
織

で
も
応
急
手
当
て
の
講
習
会
を

開
催
せ
ん
と
い
か
ん
。

・
応
急
手
当
て
の
や
り
方
を
覚

え
て
み
ん
な
で
助
け
合
い
た
い
。

・
担
架
の
使
い
方
も
知
っ
ち
ょ

か
な
い
か
ん
し
、
自
分
た
ち
で

災
害
に
備
え
ん
と
い
か
ん
。

な
ど
、
早
速
取
り
組
ん
で
み
た

い
と
前
向
き
な
意
見
が
数
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
て
、
皆
さ
ま
の
心
構
え
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？
備
え
る
な

ら
今
で
す
。

　み
ん
な
が
応
急
手
当
て
の
で

き
る
村
を
目
指
し
、
地
域
の
診

療
所
と
し
て
務
め
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

トリアージタグ
けが人が押し寄

せる

けがや症状を確認

軽いけがは相互に処置

院内は大混乱

担架からベッドへの移乗が難しい 優先度をつけて対応
みんなで応急処置の方法を学ぶ

健診・検査 健診・検査
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Dr.中川の
木の香る診察室から

　寒さも次第に和らぎ、春の足音が聞こえてくる季節となりました。
今年はインフルエンザの流行が遅れたため引き続き手洗い、マスクを
して注意していきましょう。

　さて、今回は前回に引き続き地震対策として
災害時の応急手当てについてです。災害時は平
常時と異なり、たくさんのけが人が同時に発生
するため、そういった応急手当てや救急救命の
ための専門の道具が診療所などの施設の備蓄し
ているものでは足りなくなり、また新たな入手
は困難となります。そこで、身の回りのモノで、
誰でもできる応急手当ての技をご紹介したいと
思います。災害時にとても役に立ちますので皆
さんぜひ覚えてみてください。

　先日診療所で行った災害訓練でも、いざ訓練
してみると反省点や改善点が浮き彫りになり、
実際にやってみないとわからず、何度も繰り返
しすることで改良を重ね、災害がおきた時に備
えられると実感しました。今後、各地区の自主
防の方たちと協力して訓練や講習をしていきた
いと思っています。

　最後になりましたが、4月より四万十町へ異
動することとなりました。1年という短い間で
したが、馬路村ではたくさんの人と出会い、人
生における大切な思い出や貴重な経験ができま
した。ありがとうございました。

〇止血の方法　̶直接圧迫止血法̶

〇骨折の手当て　
̶スーパーのレジ袋で骨折を固定̶

ま
た
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
夫
婦
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲妻と診療所スタッフと一緒に

〇担架で怪我人を運ぶ　̶毛布やシーツを使う̶

　
平
成
27
年
国
勢
調
査
（
基
準
日
　
平

成
27
年
10
月
1
日
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
調
査
の
速
報
値
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
の
で
馬
路
村
の
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
10
月
1
日
現
在
の
人
口
は

822
人
、
世
帯
数
は
391
世
帯
で
し
た
。
前

回
の
平
成
22
年
国
勢
調
査
と
比
べ
る

と
、
人
口
は
191
人
（
18.9
％
）
、
世
帯
数

は
59
世
帯
（
13.1
％
）
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
年
度
別
に
人
口
動
態
を
見
て
み
ま
す

と
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
り
村
内
へ
転

入
し
た
り
す
る
人
数
よ
り
も
、
亡
く
な

っ
た
り
村
外
へ
転
出
し
た
り
す
る
人
数

の
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
特
に
、
進
学
・
就
職
・
転
職
・
結
婚

な
ど
を
理
由
に
村
外
へ
転
出
さ
れ
る
方

が
多
い
こ
と
が
、
人
口
減
の
要
因
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
馬
路
村
の
人
口
減
少
率
は
高
知
県
内

で
最
大
で
あ
り
、
今
後
の
人
口
動
態
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果
、
今
後

も
減
少
が
進
む
と
予
測
さ
れ
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
現
状

の
合
計
特
殊
出
生
率
（
一
人
の
女
性
が

生
涯
に
産
む
子
ど
も
数
の
平
均
）
を
1.41

か
ら
1.8
に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
と
社
会
移

動
を
０
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
を
目
標

に
、
若
い
世
代
の
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
地
方

創
生
課
を
創
設
し
、
「
馬
路
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
確

実
に
実
行
す
る
こ
と
で
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

平
成
27
年
国
勢
調
査
の
調
査
結
果

（
速
報
値
）
の
公
表
に
つ
い
て

達
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

主
な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
広
報

に
折
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
、
「
馬
路
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

概
要
版
」
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲速報値と前回調査の比較

▲人口動態表

▲過去の国勢調査人口

国勢調査結果
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Dr.中川の
木の香る診察室から

　寒さも次第に和らぎ、春の足音が聞こえてくる季節となりました。
今年はインフルエンザの流行が遅れたため引き続き手洗い、マスクを
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ているものでは足りなくなり、また新たな入手
は困難となります。そこで、身の回りのモノで、
誰でもできる応急手当ての技をご紹介したいと
思います。災害時にとても役に立ちますので皆
さんぜひ覚えてみてください。

　先日診療所で行った災害訓練でも、いざ訓練
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〇止血の方法　̶直接圧迫止血法̶

〇骨折の手当て　
̶スーパーのレジ袋で骨折を固定̶

ま
た
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
夫
婦
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲妻と診療所スタッフと一緒に

〇担架で怪我人を運ぶ　̶毛布やシーツを使う̶

　
平
成
27
年
国
勢
調
査
（
基
準
日
　
平

成
27
年
10
月
1
日
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
調
査
の
速
報
値
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
の
で
馬
路
村
の
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
10
月
1
日
現
在
の
人
口
は

822
人
、
世
帯
数
は
391
世
帯
で
し
た
。
前

回
の
平
成
22
年
国
勢
調
査
と
比
べ
る

と
、
人
口
は
191
人
（
18.9
％
）
、
世
帯
数

は
59
世
帯
（
13.1
％
）
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
年
度
別
に
人
口
動
態
を
見
て
み
ま
す

と
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
り
村
内
へ
転

入
し
た
り
す
る
人
数
よ
り
も
、
亡
く
な

っ
た
り
村
外
へ
転
出
し
た
り
す
る
人
数

の
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
特
に
、
進
学
・
就
職
・
転
職
・
結
婚

な
ど
を
理
由
に
村
外
へ
転
出
さ
れ
る
方

が
多
い
こ
と
が
、
人
口
減
の
要
因
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
馬
路
村
の
人
口
減
少
率
は
高
知
県
内

で
最
大
で
あ
り
、
今
後
の
人
口
動
態
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果
、
今
後

も
減
少
が
進
む
と
予
測
さ
れ
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
現
状

の
合
計
特
殊
出
生
率
（
一
人
の
女
性
が

生
涯
に
産
む
子
ど
も
数
の
平
均
）
を
1.41

か
ら
1.8
に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
と
社
会
移

動
を
０
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
を
目
標

に
、
若
い
世
代
の
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
地
方

創
生
課
を
創
設
し
、
「
馬
路
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
確

実
に
実
行
す
る
こ
と
で
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

平
成
27
年
国
勢
調
査
の
調
査
結
果

（
速
報
値
）
の
公
表
に
つ
い
て

達
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

主
な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
広
報

に
折
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
、
「
馬
路
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

概
要
版
」
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲速報値と前回調査の比較
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▲過去の国勢調査人口
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上/伝統的な図柄である金太郎ものも

人気である。鯉の滝登りを配したフラ
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い合わせるとその寸法になる。家紋と

名前を入れた仕上がりで約8万円
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おらが村の学校便りおらが村の学校便り 4040

北 岡 来 望  
くる　　み

笹 岡 季 珠  
きい　　す

白 川 志 保
し　　ほ

宮 口 大 登   
ひろ    と

山 下   遥
はるか

馬路中学校
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魚梁瀬中学校

 馬路中学校では3月12日に６名が、魚
梁瀬中学校では3月13日に５名が、３年
間仲間と苦楽を共にした学びやを巣立
ちました。今回の「おらが村の学校便
り」では、その卒業生に中学校での思
い出や将来の夢を語ってもらいました。

五百蔵颯志
そう　し

岡 田 隼 人
はや　と

皆 津 太 洋
たい　よう

福 本 優 人  
ゆう　  と

湯 浅 大 雅   
たい　が

大 野 祐 生
ゆう　　き

　
中
学
校
で
一
番
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
、野
球
部
で
の
部
活
動

で
す
。特
に
、最
後
の
選
手
権
大

会
で
、１
回
戦
で
勝
っ
た
と
き
は

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
中
学
校
生
活
を
通
し
て
、普
段

の
生
活
が
本
番
で
役
に
立
つ
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。あ
い
さ

つ
や
返
事
は
特
に
意
識
し
て
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
し
た
。

　
中
学
校
３
年
間
、た
く
さ
ん
の

人
に
お
世
話
に
な
り
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。高
校
で
も
野

球
部
に
入
り
頑
張
り
ま
す
。

　
中
学
校
生
活
で
一
番
心
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
修
学
旅
行
で
す
。東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や
東
京
ド
ー

ム
に
行
って
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
し
、

最
高
裁
判
所
や
国
会
議
事
堂
で
は

政
治
の
し
く
み
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
高
校
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、部

活
と
勉
強
の
両
立
で
す
。自
分
の

苦
手
な
教
科
を
克
服
し
、興
味･

関

心
を
生
か
し
て
専
門
教
科
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。高
校
に
行

っ
て
も
野
球
を
続
け
る
の
で
、応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
中
学
校
生
活
で
心
に
残
って
い
る
こ
と
は
、生
徒
会
副

会
長
を
務
め
た
こ
と
で
す
。評
価
は
さ
れ
に
く
か
っ
た
け

れ
ど
や
り
が
い
が
あ
り
、達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
、他
の
人
が
動
き
や
す
く
な
る

に
は
自
分
が
ど
う
行
動
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
る
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
介
護
士
と
い
う
人
と
関
わ
る
仕
事

な
の
で
、中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、高
校
で
の

経
験
も
自
分
の
成
長
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
番
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、ゆ

ず
採
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。馬
路

中
学
校
特
有
の
行
事
な
の
で
、他
の

学
校
で
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、地
域
に
貢

献
で
き
た
の
で
心
に
残
って
い
ま
す
。

　
高
校
で
は
文
武
両
道
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、し

っ
か
り
と
勉
強
し
、将
来
に
生
か
せ

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。部
活
で
は

野
球
部
に
入
部
し
、甲
子
園
を
目

標
に
し
て
努
力
し
ま
す
。

　
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、部
活
動
で
す
。

最
後
の
試
合
で
は
、最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
プ
レ

ー
で
き
た
の
で
悔
い
の
な
い
試
合
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、仲
間
と
支
え
合
って
き
た
こ
と
も
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
伝
統
あ
る
馬
路
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の
最
後
の
部
員
と
な
り
ま
し
た
。支
え

て
く
れ
た
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
、看
護
師
に
な
る
と
い
う
夢
の
実
現

に
向
か
って
、馬
路
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
頑
張
り

た
い
で
す
。

　
一
番
心
に
残
って
い
る
こ
と
は
部
活
で
す
。部
活

を
通
じ
て
色
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。し
ん
ど

か
っ
た
こ
と
、う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、仲
間
と
助
け
合

い
喜
び
合
う
こ
と
が
で
き
、本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。そ
し
て
自
分
自
身
も
成
長
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　
将
来
の
夢
は
、パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る
こ
と
で
す
。た

く
さ
ん
の
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り

た
い
で
す
。こ
れ
か
ら
は
、今
ま
で
以
上
に
つ
ら
い
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、諦
め
ず
前
に
進
ん
で
、

頑
張
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
魚
梁
瀬
中
学
校
で
過
ご
し
た
３
年
間
は

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。こ
の
３
年
間
は
、楽

し
い
思
い
出
も
あ
れ
ば
つ
ら
い
思
い
出
も
あ

り
ま
し
た
。友
達
、先
生
、地
域
の
皆
さ
ま

方
に
支
え
ら
れ
本
当
に
充
実
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。部
活
動
、学
校

生
活
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
高
校
で
も

充
実
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
馬
路
村
か
ら
離
れ
ま
す
が
、

馬
路
村
で
過
ご
し
た
15
年
間
は
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
っ

た
僕
で
す
が
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
僕
が
魚
梁
瀬
に
転
校
し
て
き
て
か
ら

２
年
が
た
ち
ま
し
た
。魚
梁
瀬
中
で
の

勉
強
は
自
分
な
り
に
頑
張
ろ
う
と
し
ま

し
た
。部
活
の
卓
球
は
２
年
で
始
め
た

の
で
、早
く
強
く
な
ろ
う
と
ノ
ー
ト
に
メ

モ
を
と
っ
た
り
、サ
ー
ブ
を
研
究
し
た
り

し
ま
し
た
。中
芸
大
会
で
３
位
に
な
っ
た

こ
と
は
と
て
も
心
に
残
って
い
ま
す
。

　
魚
梁
瀬
で
は
い
ろ
ん
な
経
験
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。こ
こ
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、く
じ
け
そ
う
な
時
も
負
け
ず
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
３
年
間
は
と
て
も
充
実
し
た

３
年
間
に
な
り
ま
し
た
。運
動
会
や

修
学
旅
行
な
ど
の
学
校
行
事
や
日
々

の
学
校
生
活
、部
活
動
な
ど
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

部
活
動
で
は
、３
校
で
連
合
チ
ー
ム
を

組
ん
だ
り
と
他
の
チ
ー
ム
で
は
体
験
で

き
な
い
こ
と
な
ど
も
で
き
ま
し
た
。

　
春
か
ら
は
馬
路
村
を
離
れ
ま
す

が
、今
ま
で
で
学
ん
だ
知
識
や
経
験
を

生
か
し
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。今

ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
僕
に
と
っ
て
３
年
間
の
中
学
校
生
活
は
と

て
も
慌
た
だ
し
く
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。先
輩
方
に
頼
り
き
り
だ
っ
た
１

年
時
か
ら
、部
活
動
や
学
校
行
事
を
通
し
、

少
し
で
す
が
自
分
で
考
え
行
動
で
き
る
ま
で

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、先
生
方

や
地
域
の
か
た
が
た
の
あ
た
た
か
い
支
援
の

お
か
げ
で
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、こ
の
馬
路
村
で
の
15
年
間
の
経
験
を
糧
に

頑
張
って
い
き
ま
す
。長
い
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
僕
は
山
村
留
学
生
と
し
て
魚
梁
瀬
に
転

校
し
て
き
ま
し
た
。最
初
は
こ
こ
で
う
ま
く

や
って
い
け
る
の
か
と
不
安
で
いっ
ぱ
い
で
し
た

が
、地
域
の
か
た
が
た
や
保
護
者
、小
中
学
校

の
先
生
、そ
し
て
小・中
学
生
が
あ
た
た
か
く

迎
え
て
く
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
お
か
げ
で
僕
は
２
年
間
や
って
こ
ら
れ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
こ
に
来
て
僕

は
体
力
の
向
上
と
精
神
面
の
成
長
が
大
幅
に

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
こ
こ
へ
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。こ
の
２
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

った中学生村を巣立
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魚梁瀬中学校

 馬路中学校では3月12日に６名が、魚
梁瀬中学校では3月13日に５名が、３年
間仲間と苦楽を共にした学びやを巣立
ちました。今回の「おらが村の学校便
り」では、その卒業生に中学校での思
い出や将来の夢を語ってもらいました。

五百蔵颯志
そう　し

岡 田 隼 人
はや　と

皆 津 太 洋
たい　よう

福 本 優 人  
ゆう　  と

湯 浅 大 雅   
たい　が

大 野 祐 生
ゆう　　き

　
中
学
校
で
一
番
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
、野
球
部
で
の
部
活
動

で
す
。特
に
、最
後
の
選
手
権
大

会
で
、１
回
戦
で
勝
っ
た
と
き
は

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
中
学
校
生
活
を
通
し
て
、普
段

の
生
活
が
本
番
で
役
に
立
つ
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。あ
い
さ

つ
や
返
事
は
特
に
意
識
し
て
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
し
た
。

　
中
学
校
３
年
間
、た
く
さ
ん
の

人
に
お
世
話
に
な
り
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。高
校
で
も
野

球
部
に
入
り
頑
張
り
ま
す
。

　
中
学
校
生
活
で
一
番
心
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
修
学
旅
行
で
す
。東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や
東
京
ド
ー

ム
に
行
って
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
し
、

最
高
裁
判
所
や
国
会
議
事
堂
で
は

政
治
の
し
く
み
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
高
校
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、部

活
と
勉
強
の
両
立
で
す
。自
分
の

苦
手
な
教
科
を
克
服
し
、興
味･

関

心
を
生
か
し
て
専
門
教
科
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。高
校
に
行

っ
て
も
野
球
を
続
け
る
の
で
、応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
中
学
校
生
活
で
心
に
残
って
い
る
こ
と
は
、生
徒
会
副

会
長
を
務
め
た
こ
と
で
す
。評
価
は
さ
れ
に
く
か
っ
た
け

れ
ど
や
り
が
い
が
あ
り
、達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
、他
の
人
が
動
き
や
す
く
な
る

に
は
自
分
が
ど
う
行
動
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
る
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
介
護
士
と
い
う
人
と
関
わ
る
仕
事

な
の
で
、中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、高
校
で
の

経
験
も
自
分
の
成
長
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
番
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、ゆ

ず
採
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。馬
路

中
学
校
特
有
の
行
事
な
の
で
、他
の

学
校
で
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、地
域
に
貢

献
で
き
た
の
で
心
に
残
って
い
ま
す
。

　
高
校
で
は
文
武
両
道
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、し

っ
か
り
と
勉
強
し
、将
来
に
生
か
せ

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。部
活
で
は

野
球
部
に
入
部
し
、甲
子
園
を
目

標
に
し
て
努
力
し
ま
す
。

　
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、部
活
動
で
す
。

最
後
の
試
合
で
は
、最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
プ
レ

ー
で
き
た
の
で
悔
い
の
な
い
試
合
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、仲
間
と
支
え
合
って
き
た
こ
と
も
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
伝
統
あ
る
馬
路
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の
最
後
の
部
員
と
な
り
ま
し
た
。支
え

て
く
れ
た
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
、看
護
師
に
な
る
と
い
う
夢
の
実
現

に
向
か
って
、馬
路
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
頑
張
り

た
い
で
す
。

　
一
番
心
に
残
って
い
る
こ
と
は
部
活
で
す
。部
活

を
通
じ
て
色
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。し
ん
ど

か
っ
た
こ
と
、う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、仲
間
と
助
け
合

い
喜
び
合
う
こ
と
が
で
き
、本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。そ
し
て
自
分
自
身
も
成
長
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　
将
来
の
夢
は
、パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る
こ
と
で
す
。た

く
さ
ん
の
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り

た
い
で
す
。こ
れ
か
ら
は
、今
ま
で
以
上
に
つ
ら
い
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、諦
め
ず
前
に
進
ん
で
、

頑
張
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
魚
梁
瀬
中
学
校
で
過
ご
し
た
３
年
間
は

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。こ
の
３
年
間
は
、楽

し
い
思
い
出
も
あ
れ
ば
つ
ら
い
思
い
出
も
あ

り
ま
し
た
。友
達
、先
生
、地
域
の
皆
さ
ま

方
に
支
え
ら
れ
本
当
に
充
実
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。部
活
動
、学
校

生
活
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
高
校
で
も

充
実
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
馬
路
村
か
ら
離
れ
ま
す
が
、

馬
路
村
で
過
ご
し
た
15
年
間
は
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
っ

た
僕
で
す
が
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
僕
が
魚
梁
瀬
に
転
校
し
て
き
て
か
ら

２
年
が
た
ち
ま
し
た
。魚
梁
瀬
中
で
の

勉
強
は
自
分
な
り
に
頑
張
ろ
う
と
し
ま

し
た
。部
活
の
卓
球
は
２
年
で
始
め
た

の
で
、早
く
強
く
な
ろ
う
と
ノ
ー
ト
に
メ

モ
を
と
っ
た
り
、サ
ー
ブ
を
研
究
し
た
り

し
ま
し
た
。中
芸
大
会
で
３
位
に
な
っ
た

こ
と
は
と
て
も
心
に
残
って
い
ま
す
。

　
魚
梁
瀬
で
は
い
ろ
ん
な
経
験
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。こ
こ
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、く
じ
け
そ
う
な
時
も
負
け
ず
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
３
年
間
は
と
て
も
充
実
し
た

３
年
間
に
な
り
ま
し
た
。運
動
会
や

修
学
旅
行
な
ど
の
学
校
行
事
や
日
々

の
学
校
生
活
、部
活
動
な
ど
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

部
活
動
で
は
、３
校
で
連
合
チ
ー
ム
を

組
ん
だ
り
と
他
の
チ
ー
ム
で
は
体
験
で

き
な
い
こ
と
な
ど
も
で
き
ま
し
た
。

　
春
か
ら
は
馬
路
村
を
離
れ
ま
す

が
、今
ま
で
で
学
ん
だ
知
識
や
経
験
を

生
か
し
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。今

ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
僕
に
と
っ
て
３
年
間
の
中
学
校
生
活
は
と

て
も
慌
た
だ
し
く
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。先
輩
方
に
頼
り
き
り
だ
っ
た
１

年
時
か
ら
、部
活
動
や
学
校
行
事
を
通
し
、

少
し
で
す
が
自
分
で
考
え
行
動
で
き
る
ま
で

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、先
生
方

や
地
域
の
か
た
が
た
の
あ
た
た
か
い
支
援
の

お
か
げ
で
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、こ
の
馬
路
村
で
の
15
年
間
の
経
験
を
糧
に

頑
張
って
い
き
ま
す
。長
い
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
僕
は
山
村
留
学
生
と
し
て
魚
梁
瀬
に
転

校
し
て
き
ま
し
た
。最
初
は
こ
こ
で
う
ま
く

や
って
い
け
る
の
か
と
不
安
で
いっ
ぱ
い
で
し
た

が
、地
域
の
か
た
が
た
や
保
護
者
、小
中
学
校

の
先
生
、そ
し
て
小・中
学
生
が
あ
た
た
か
く

迎
え
て
く
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
お
か
げ
で
僕
は
２
年
間
や
って
こ
ら
れ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
こ
に
来
て
僕

は
体
力
の
向
上
と
精
神
面
の
成
長
が
大
幅
に

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
こ
こ
へ
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。こ
の
２
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

った中学生村を巣立
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乾

　春
菜
さ
ん

こ
こ
で
生
ま
れ
て

本
当
に
良
か
っ
た

馬
路
村

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
馬

路
中
学
校
を
卒
業
後
、
馬
路
を
離

れ
高
校
・
看
護
学
校
へ
進
学
し
、

現
在
は
高
知
市
内
の
病
院
で
看
護

師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
村
を
離
れ
て
15
年
が
た
ち
ま
す

が
、
１
、
２
カ
月
に
１
回
は
家
に

帰
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
馬
路

に
帰
る
と
空
気
や
水
、
食
べ
物
が

「
お
い
し
い
」
と
感
じ
て
、
時
間

が
ゆ
っ
く
り
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　
中
学
生
の
と
き
は
部
活
や
陸
上
・

駅
伝
の
練
習
と
毎
日
体
を
動
か
し

て
い
て
、
思
い
出
す
と
あ
の
こ
ろ

は
本
当
に
鍛
え
ら
れ
て
い
た
な
と

感
じ
ま
す
。

　
今
で
は
体
を
動
か
す
こ
と
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
風
邪
も
ひ

▲現在の職場と私です

か
ず
健
康
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
運

動
す
る
環
境
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
職
場
で
出
身
先
を
言
う
と
「
い

い
所
や
ね
ー
」
と
言
っ
て
く
れ

「
馬
路
が
ニ
ュ
ー
ス
に
で
ち
ょ
っ

た
よ
」
と
よ
く
声
を
か
け
て
も
ら

っ
た
り
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
も

ユ
ズ
や
イ
ノ
シ
シ
の
話
を
し
た
り

と
、
周
り
の
人
が
経
験
で
き
な
い

よ
う
な
こ
と
を
小
さ
い
頃
か
ら
生

活
の
一
部
と
し
て
い
た
の
で
、
馬

路
に
生
ま
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
家
族
に
は
い
つ
ま

で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
ほ
し
い

で
す
。
馬
路
村
の
さ
ら
な
る
発
展

を
願
い
、
少
し
で
も
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
4
月
に
な
り
、
新
し
い
出
会
い
の

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、

別
れ
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
今
年
に
入
っ
て
す
ぐ
に
、
同

じ
応
援
隊
の
仲
間
と
の
別
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
い
つ
も
何
か
を
一
緒
に
す

る
時
に
は
私
を
引
っ
張
っ
て
く
れ

て
、
と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。
一

人
に
な
っ
て
で
き
る
こ
と
も
限
ら
れ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
2
月
20
日
か
ら
3
月
3
日

ま
で
魚
梁
瀬
杉
の
家
で
、
魚
梁
瀬
地

区
の
皆
さ
ま
か
ら
お
借
り
し
た
ひ
な

人
形
な
ど
を
展
示
す
る
「
や
な
せ
ひ

な
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
お
人
形
を
飾
る
だ
け
で
な

く
、
ひ
な
祭
り
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を

書
い
た
紙
を
用
意
し
ま
し
た
。
ク
イ

ズ
に
は
、
特
に
子
ど
も
た
ち
や
女
性

の
方
が
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、

お
人
形
の
前
で
考
え
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
「
や
な
せ
ひ
な
祭
り
」
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
そ
し
て
見

に
来
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
5
月
に
は
端
午
の
節
句
の
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

魚
梁
瀬
地
区
の
皆
さ
ま
か
ら
お
貸
し

い
た
だ
け
る
兜
や
こ
い
の
ぼ
り
、
フ

ラ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
丸
山
公

園
が
よ
り
に
ぎ
や
か
に
な
る
よ
う
に

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
フ
ラ
フ
は
た
め
く
初
夏
の
風
を
感

じ
に
、
ぜ
ひ
魚
梁
瀬
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　今
年
も
「
や
な
せ
の
端
午
の
節
句
」
開
催
予
定

▲展示していたひな人形の手前に
　ふきのとうを生けています

ふ
る
さ
と
応
援
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栽培 中国四国農政局長表彰優秀賞受賞
　
平
成
28
年
1
月
29
日
、
馬
路
村
農
協
ゆ
ず
部
会
が
取
り
組
ん

で
い
る
、
環
境
に
優
し
い
ユ
ズ
栽
培
が
高
く
評
価
さ
れ
、
中
国

四
国
農
政
局
長
表
彰
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ゆ
ず
部
会
構
成
員
全
員
が
、
有
機
農
業
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

平
成
27
年
度
の
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
の
取
り
組

み
件
数
が
1
0
6
件
と
な
り
ま
し
た
。
馬
路
村
の
規
模
で
こ
れ

ほ
ど
の
取
り
組
み
件
数
は
、
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
多
く
、

こ
の
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　
2
月
10
日
に
は
、
中
国
四
国
農
政
局
の
甲
斐
生
産
技
術
課
長

が
来
村
し
、
ゆ
ず
部
会
中
屋
会
長
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
農
協
が
有
機
を
や
ろ
う
と
言
う
て
始
め
た
の
が
平
成
13
年
。

化
学
肥
料
を
や
め
た
ら
収

量
が
減
る
こ
と
は
分
か
っ

ち
ょ
っ
た
け
ん
ど
、
み
ん

な
が
農
協
を
信
頼
し
て
、

村
一
斉
に
有
機
に
切
り
替

え
ま
し
た
。
農
薬
を
使
っ

た
ユ
ズ
は
き
れ
い
な
け
ん

ど
、
食
べ
よ
う
と
思
う
の

は
や
っ
ぱ
り
馬
路
の
ユ
ズ

で
す
ね
」
と
い
う
中
屋
会

長
の
話
に
、
甲
斐
課
長
は

「
一
斉
に
切
り
替
え
る
こ

と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
団

結
力
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
て
い
ま
し

た
。

▶
中
国
四
国
農
政
局
甲
斐
課
長
と

　
表
彰
さ
れ
た
ゆ
ず
部
会
中
屋
会
長
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（アメリカ合衆国・ノースカロライナ州出身）
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

　
と
う
と
う
春
が
来
ま
し
た
！
春
と
言
え

ば
、
桜
で
す
ね
。
私
は
馬
路
村
の
桜
が
咲

く
景
色
を
見
る
の
を
ず
っ
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
桜
は
英
語
で

「
c
h
e
r
r
y 

b
l
o
s
s
o
m
s
」

と
呼
ば
れ
、
海
外
で
は
日
本
の
象
徴
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
外
の
人
か
ら
最

も
人
気
の
あ
る
日
本
の
季
節
は
春
で
、
日

本
の
桜
を
見
る
た
め
に
、
毎
年
た
く
さ
ん

の
外
国
人
観
光
客
が
来
日
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
桜
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
海
外

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え

ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
首
都
ワ
シ
ン
ト

ン
D
・
C
・
に
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
記

念
館
と
隣
接
す
る
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
の
河
畔

に
数
千
本
の
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
木
は
1
9
1
2
年
に
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
と
日
本
と
の
友
好
関
係
を
よ
り
よ

い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
日
本
の

東
京
市
長
（
現
在
の
東
京
都
知

事
）
が
寄
贈
し
た
も
の
で
、
こ
の

返
礼
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
最
も
愛

さ
れ
る
木
の
一
つ
で
あ
る
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
が
日
本
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
春
に
は
、
二
国
間
の
親
密

な
関
係
の
継
続
を
祝
う
た
め
に

「
全
米
桜
祭
り
」
と
い
う
祭
り
が

こ
の
桜
の
木
の
辺
り
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
が
数
年
前
に
こ
の
桜

を
見
に
行
っ
た
時
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
景
色
で
、
日
本
の
象
徴
で

あ
る
桜
が
、
ア
メ
リ
カ
の
首
都
で

大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
感

動
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
の
桜
の

木
を
見
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲ジェファーソン記念館と満開の桜
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菜
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こ
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で
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れ
て

本
当
に
良
か
っ
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馬
路
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皆
さ
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こ
ん
に
ち
は
。
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は
馬

路
中
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を
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後
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を
離
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・
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、
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看
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。
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間
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ゆ
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。
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し
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て
、
思
い
出
す
と
あ
の
こ
ろ

は
本
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。
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は
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が
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ひ

▲現在の職場と私です

か
ず
健
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き
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運
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。
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。
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り
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験
で
き
な
い

よ
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と
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か
ら
生

活
の
一
部
と
し
て
い
た
の
で
、
馬

路
に
生
ま
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
家
族
に
は
い
つ
ま

で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
ほ
し
い

で
す
。
馬
路
村
の
さ
ら
な
る
発
展

を
願
い
、
少
し
で
も
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
4
月
に
な
り
、
新
し
い
出
会
い
の

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、

別
れ
も
あ
っ
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か
と
思
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ま
す
。

　
私
も
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年
に
入
っ
て
す
ぐ
に
、
同

じ
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援
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仲
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が
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。
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も
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を
一
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す
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時
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っ
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と
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で
す
。
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に
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っ
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で
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る
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と
も
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て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
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力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
2
月
20
日
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3
月
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日

ま
で
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梁
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の
家
で
、
魚
梁
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地

区
の
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ら
お
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た
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な

人
形
な
ど
を
展
示
す
る
「
や
な
せ
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な
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
お
人
形
を
飾
る
だ
け
で
な

く
、
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な
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り
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を

書
い
た
紙
を
用
意
し
ま
し
た
。
ク
イ

ズ
に
は
、
特
に
子
ど
も
た
ち
や
女
性

の
方
が
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、

お
人
形
の
前
で
考
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て
お
ら
れ
ま
し

た
。
「
や
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な
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」
に
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だ
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た
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が
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う
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た
。

　
5
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に
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の
節
句
の
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を
予
定
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ま
す
。
今
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も
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地
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の
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た
だ
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兜
や
こ
い
の
ぼ
り
、
フ

ラ
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を
募
集
し
て
い
ま
す
。
丸
山
公

園
が
よ
り
に
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や
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に
な
る
よ
う
に

で
き
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ば
と
思
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い
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す
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で
、
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は
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初
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の
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に
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。
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で
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機
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に
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成
27
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の
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直
接
支
払
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の
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が
1
0
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と
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路
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の
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で
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ど
の
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組
み
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数
は
、
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的
に
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も
非
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に
多
く
、
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の
こ
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が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し

た
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月
10
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に
は
、
中
国
四
国
農
政
局
の
甲
斐
生
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技
術
課
長

が
来
村
し
、
ゆ
ず
部
会
中
屋
会
長
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
農
協
が
有
機
を
や
ろ
う
と
言
う
て
始
め
た
の
が
平
成
13
年
。

化
学
肥
料
を
や
め
た
ら
収

量
が
減
る
こ
と
は
分
か
っ

ち
ょ
っ
た
け
ん
ど
、
み
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な
が
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を
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し
て
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に
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に
切
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え
ま
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薬
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は
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な
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と
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の
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や
っ
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馬
路
の
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で
す
ね
」
と
い
う
中
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会

長
の
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に
、
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課
長
は
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一
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に
切
り
替
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る
こ

と
は
簡
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な
こ
と
で
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
団

結
力
で
頑
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だ
さ

い
」
と
激
励
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ま
し
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に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
春
に
は
、
二
国
間
の
親
密

な
関
係
の
継
続
を
祝
う
た
め
に

「
全
米
桜
祭
り
」
と
い
う
祭
り
が

こ
の
桜
の
木
の
辺
り
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
が
数
年
前
に
こ
の
桜

を
見
に
行
っ
た
時
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
景
色
で
、
日
本
の
象
徴
で

あ
る
桜
が
、
ア
メ
リ
カ
の
首
都
で

大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
感

動
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
の
桜
の

木
を
見
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲ジェファーソン記念館と満開の桜



 

（お問い合わせ先）
役場健康福祉課　☎（８）４４－２１１２
馬路診療所　　　☎（８）４４－２０１０

※ 診療所以外に県内の各医療機関でも受診できます。詳細は医療機関・
下記窓口までお問い合わせください。

国民健康保険・後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ

〜 特定健診・健康診査を受けましょう 〜

　国民健康保険（40歳～74歳）、後期高齢者医療（75歳以上）
制度では、生活習慣病（高血圧・糖尿病など）を早期に発見し、予
防・改善に生かすため、特定健診・健康診査を行っています。
　特定健診・健康診査は無料で受診できますので、ご自身の体と
生活習慣を見直す機会として、年に一度は必ず受診してください。
　受診対象となる方へは、3月下旬から5月上旬にかけて個別に
受診券をお送りしますので、積極的な健康管理に努めましょう。
　また、今年度から後期高齢者医療対象（75歳以上）の方で、
生活習慣病の治療中の方も、受診券の発行を役場健康福祉課
窓口にて随時できるようになりました。ご希望の方は下記窓口ま
でお問い合わせください。

国民健康保険
（特定健診）

後期高齢者医療
（健康診査）

40歳～74歳
（治療中の方も対象）

75歳以上

無料
事前に診療所でご予約のうえ、役場から
お送りする受診券と被保険者証をご持参ください

馬路診療所
（5/10～12/15の毎週火・木曜日午前中）

3月下旬 5月上旬

調理中の火災に気をつけましょう！

　住宅火災の出火原因と負傷者の発生原因で一番
多いのは「調理器具」です。「調理器具」による火災の
一例としては、揚げ物調理時に火をつけたままその場
を離れてしまい、過熱した油が発火し火災となるケース
が挙げられます。
　最近ではＩＨクッキングヒーターを利用する人も増え
てきましたが、ＩＨ料理に適さない鍋を使って火災になる
ケースや、揚げ物調理で少量の油しか入れなかったた
め急激に油が加熱されて発火するケース等、不適切
な使用により火災になるケースが見られます。また、卓
上式のカセットこんろを、調理のためではなく暖をとるた
めに使用して火災に至るケースも見られました。カセット
こんろを使用するときは、周囲に可燃物がないのを確
認してから適切に使用しましょう。

中芸広域連合消防本部　予防係
☎０８８７－３８－２６４８

▲少し目を離したすきに・・・

広報うまじ288号 ̶̶̶̶（14広報うまじ288号 ̶̶̶̶（15

お知らせお知らせ

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生
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０
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０

１

２８

９３５

９２３

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

０

０

７４６人、
１７７人、

３５２世帯
９３世帯

馬路村特別村民 ９,８３０人
（３月３１日現在）

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

4月・5月 むらの行事予定4月・5月 むらの行事予定

馬路村観光開き魚梁瀬桜まつり（丸山公園）

入園式（馬路、魚梁瀬保育所）　10：00～
有害物収集

馬路、魚梁瀬小・中学校始業式、入学式、新任式
行政相談所（就業改善センター）10：00～12：00
人権相談所（就業改善センター）10：00～15：00
古紙収集（魚梁瀬）

絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
リサイクル収集

高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）11：10～11：50

職域ソフトボール大会

全国学力・学習状況調査
絵本の読み聞かせ（馬路保育所）
馬路・魚梁瀬中学校修学旅行（関東方面）（～23日）
乳児健診（田野町保健センター）13：00～

古紙収集（馬路）

リサイクル収集
馬路保・小・中PTA総会（就業改善センター）19：00～
魚梁瀬PTA歓迎会（魚梁瀬多目的施設）
1歳6カ月児健診（田野町保健センター）13：00～

春の遠足（馬路小・中学校）

昭和の日

馬路小・中学校参観日

4　　月
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春の遠足（魚梁瀬小・中学校）

有害物収集　　　 　　　　　　　　　  憲法記念日

みどりの日

こどもの日

馬路温泉バラ風呂

絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）・リサイクル収集
特定計量器定期検査（魚梁瀬多目的施設）14：30～15：30
特定健診・健康診査受付開始（～12月17日まで）
特定計量器定期検査（馬路村役場）9：30～11：00
乳児健診（田野町保健センター）13：00～
馬路温泉バラ風呂

古紙収集（魚梁瀬）

中芸地区中学校夏季体育大会（～15日）

第27回馬路地区スカッシュバレーボール大会（～18日）
高知県立移動図書館（就業改善センター）10：40～11：30
絵本の読み聞かせ（馬路保育所）
第55回馬路村教育研究会（就業改善センター）
馬路温泉バラ風呂

リサイクル収集

3歳児健診（田野町保健センター）13：00～
馬路温泉バラ風呂
高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）11：10～11：50

古紙収集（馬路）



 

（お問い合わせ先）
役場健康福祉課　☎（８）４４－２１１２
馬路診療所　　　☎（８）４４－２０１０

※ 診療所以外に県内の各医療機関でも受診できます。詳細は医療機関・
下記窓口までお問い合わせください。

国民健康保険・後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ

〜 特定健診・健康診査を受けましょう 〜

　国民健康保険（40歳～74歳）、後期高齢者医療（75歳以上）
制度では、生活習慣病（高血圧・糖尿病など）を早期に発見し、予
防・改善に生かすため、特定健診・健康診査を行っています。
　特定健診・健康診査は無料で受診できますので、ご自身の体と
生活習慣を見直す機会として、年に一度は必ず受診してください。
　受診対象となる方へは、3月下旬から5月上旬にかけて個別に
受診券をお送りしますので、積極的な健康管理に努めましょう。
　また、今年度から後期高齢者医療対象（75歳以上）の方で、
生活習慣病の治療中の方も、受診券の発行を役場健康福祉課
窓口にて随時できるようになりました。ご希望の方は下記窓口ま
でお問い合わせください。

国民健康保険
（特定健診）

後期高齢者医療
（健康診査）

40歳～74歳
（治療中の方も対象）

75歳以上

無料
事前に診療所でご予約のうえ、役場から
お送りする受診券と被保険者証をご持参ください

馬路診療所
（5/10～12/15の毎週火・木曜日午前中）

3月下旬 5月上旬

調理中の火災に気をつけましょう！

　住宅火災の出火原因と負傷者の発生原因で一番
多いのは「調理器具」です。「調理器具」による火災の
一例としては、揚げ物調理時に火をつけたままその場
を離れてしまい、過熱した油が発火し火災となるケース
が挙げられます。
　最近ではＩＨクッキングヒーターを利用する人も増え
てきましたが、ＩＨ料理に適さない鍋を使って火災になる
ケースや、揚げ物調理で少量の油しか入れなかったた
め急激に油が加熱されて発火するケース等、不適切
な使用により火災になるケースが見られます。また、卓
上式のカセットこんろを、調理のためではなく暖をとるた
めに使用して火災に至るケースも見られました。カセット
こんろを使用するときは、周囲に可燃物がないのを確
認してから適切に使用しましょう。

中芸広域連合消防本部　予防係
☎０８８７－３８－２６４８

▲少し目を離したすきに・・・
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馬路村特別村民 ９,８３０人
（３月３１日現在）

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

4月・5月 むらの行事予定4月・5月 むらの行事予定

馬路村観光開き魚梁瀬桜まつり（丸山公園）

入園式（馬路、魚梁瀬保育所）　10：00～
有害物収集

馬路、魚梁瀬小・中学校始業式、入学式、新任式
行政相談所（就業改善センター）10：00～12：00
人権相談所（就業改善センター）10：00～15：00
古紙収集（魚梁瀬）

絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
リサイクル収集

高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）11：10～11：50

職域ソフトボール大会

全国学力・学習状況調査
絵本の読み聞かせ（馬路保育所）
馬路・魚梁瀬中学校修学旅行（関東方面）（～23日）
乳児健診（田野町保健センター）13：00～

古紙収集（馬路）

リサイクル収集
馬路保・小・中PTA総会（就業改善センター）19：00～
魚梁瀬PTA歓迎会（魚梁瀬多目的施設）
1歳6カ月児健診（田野町保健センター）13：00～

春の遠足（馬路小・中学校）

昭和の日

馬路小・中学校参観日

4　　月
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春の遠足（魚梁瀬小・中学校）

有害物収集　　　 　　　　　　　　　  憲法記念日

みどりの日

こどもの日

馬路温泉バラ風呂

絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）・リサイクル収集
特定計量器定期検査（魚梁瀬多目的施設）14：30～15：30
特定健診・健康診査受付開始（～12月17日まで）
特定計量器定期検査（馬路村役場）9：30～11：00
乳児健診（田野町保健センター）13：00～
馬路温泉バラ風呂

古紙収集（魚梁瀬）

中芸地区中学校夏季体育大会（～15日）

第27回馬路地区スカッシュバレーボール大会（～18日）
高知県立移動図書館（就業改善センター）10：40～11：30
絵本の読み聞かせ（馬路保育所）
第55回馬路村教育研究会（就業改善センター）
馬路温泉バラ風呂

リサイクル収集

3歳児健診（田野町保健センター）13：00～
馬路温泉バラ風呂
高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）11：10～11：50

古紙収集（馬路）
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3月25日　馬路保育所卒園式

2月17日　学習発表会（馬路小学校）

2月14日　杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）

3月4日　お別れ遠足（魚梁瀬小学校）

3月23日　地域リーダー研修（四万十町）

 3 日 豆まき（馬路・魚梁瀬保育所）
 4 日 保育園児体験入学（馬路小学校）
10日 馬路診療所防災訓練
14日 杉の子発表会（魚梁瀬小・中学校）
17日 学習発表会（馬路小学校）
20日 生活発表会（馬路保育所）
  親子で本を楽しむ日 in 馬路村
26日 中芸地区JET写真展「わたしの中芸」
　　　（就業改善センター）～3月3日まで
27日 魚梁瀬地区ひな祭り（魚梁瀬杉の家）
  ～3月3日まで

2月

3月

編
集
後
記

目

　

次

魚梁瀬ふるさと応援隊⑨・ふるさとへの便り・・ 12
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国勢調査結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

Dr. 中川の木の香る診察室から ・・・・・・7
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教
育
委
員
会
に
配
属
に
な
っ
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１

年
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ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
る

こ
と
が
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き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
安
）

 1 日 絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
  アメゴ漁解禁（安田川・奈半利川）
 2 日 生活発表会（魚梁瀬保育所）
  お別れ遠足（馬路小学校）
 4 日 お別れ遠足（魚梁瀬小・中学校）
 5 日 「やなせ水源の森」交流イベント
12日 馬路中学校卒業式
13日 魚梁瀬小・中学校卒業式
19日 馬路小学校卒業式
23日 地域リ－ダ－研修（四万十町）
25日 馬路保育所卒園式
26日 親子工作教室（就業改善センター）
30日 庄屋祭・鬼門堂祭・村表彰

馬路村農協アンテナショップ　umaji
平成 28年 3月24日高知市御座にオープン！！
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